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発㐩障ᐖඣをもつẕぶのメタ認知的信念ᑻ度の作成， 
及ࡧ信㢗性とጇᙜ性の検討 
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要 約 

発㐩障ᐖඣをもつẕぶの心⌮的㈇ᢸは特に大きく，抑うつ状態に㝗ることが多いとされる。⫱ඣに困難

感をᢪくẕぶは抑うつの原因となる自己注目に㝗りやすいと考えられ，自己注目をಁす認知ᵓ㐀であるメ

タ認知的信念に↔Ⅼをあてる事が重要であると考えられる。しかし，ẕぶのメタ認知的要因に↔Ⅼをᙜて

た研究は不༑ศであるとされる。そこで本研究では，ẕぶのメタ認知的信念をᢕᥱし，ᑻ度を作成するこ

とを目的とした。まࡎ，༙ᵓ㐀໬㠃᥋を行い，原㡯目を作成した。そのᚋ，㉁問⣬調ᰝにより因Ꮚศᯒお

よࡧ信㢗性の確認を行い，┦㛵ศᯒでጇᙜ性の検討を行った。その結果，発㐩障ᐖඣをもつẕぶの心配・

反ⱄに対する࣏ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ・ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信念の 2 因Ꮚがᚓられた。௒ᚋは，メタ認知的信念と

ストレス反応との㛵連に㛵して，ࢭࣟࣉスをྵめた検討を行い，メタ認知的要因への介入が抑うつ感に୚

える影響の検討につなࡆられると考えられる。 
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問題࡜┠ⓗ 

 

2005 ᖺに᪋行された発㐩障ᐖ者支᥼ἲでは，

発㐩障ᐖは「自㛢症，࢔スペル࣮࢞症候群その

௚のᗈỗ性発㐩障ᐖ㸦Pervasive 
Developmental Disorder㸸PDD㸧，学⩦障ᐖ

㸦Learning Disabilities㸸LD㸧，注意Ḟ㝗多動

性障ᐖ㸦Attention Deficit Hyperactivity 
Disorder㸸ADHD㸧，その௚これに㢮する⬻機能

の障ᐖであって，その症状が㏻常పᖺ㱋におい

て発現するもの」と定義される㸦ᩥ㒊科学┬，

2005㸧。発㐩障ᐖඣの特徴としては，㞟ᅋ不適

応，対人㛵ಀの障ᐖ，こだわりや強迫症状とい

った行動上の問題，ゝⴥの㐜れによるࢽ࣑ࣗࢥ 
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，の問題などが見られる㸦㣤田ࣥࣙࢩ࣮ࢣ

2006㸧。そのため，学ᰯ生活でのトラࣈル，日

常生活での㛵わりの難しさがあることが多く，

その㣴⫱には定ᆺ発㐩ඣに対する㣴⫱とは異な

った困難さを᭷するとされる㸦野㑚・金Ꮚ・本

ᇛ・ྜྷᕝ・▼ᕝ・松岡・㎷஭，2010㸧。┤᥋的

な㣴⫱者であるẕぶの心⌮的㈇ᢸは特に大きく

(Hastings，2003)，発㐩障ᐖඣをもつẕぶは，

定ᆺ発㐩ඣをもつẕぶよりもストレスが㧗いこ

とがሗ࿌されている(Wolf，Noh，Fisman & 
Speechley，1989)。Ꮚどもが様々な行動上の問

題をもつことによる日常生活での⫱ඣ㈇ᢸのࡳ

ならࡎ，障ᐖのཷᐜ，ᑗ᮶の不Ᏻ，自㈐感など

が原因でストレスが㧗まり，ẕぶはうつ状態に

㝗ることが多いとされる㸦➉ෆ・Ὢ㙊・▼崎，

2001㸹野㑚，2007㸧。ẕぶがうつ状態になると，

Ꮚどもの気持ちを⌮ゎして根気よく௜きྜう精

神的なవ⿱が持てなくなり，㣴⫱力がపୗして
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しまう㸦ච田，2007㸧。また，抑うつ症状にక

う認知の変໬により，Ꮚどもをᝒ観的・ྰ定的

な見᪉をするようになり，Ꮚどもへの応対がྰ

定的となったり，Ꮚどもに対して適切でないゝ

動・行動を行ってしまいがちになる㸦野㑚，

2007)。その結果，Ꮚどもの᝟⥴障ᐖや行動障ᐖ

をㄏ発し，ẕぶの⫱ඣ㈇ᢸ感と抑うつ感もさら

に増大さࡏるᝏᚠ⎔が生じてしまう㸦⋢ᮌ，

2006㸧。ペ࢔レࣥトトレ࣮ࢢࣥࢽやぶの఍など

ẕぶに対する支᥼体制はᩚえられてきている

が，心㌟の問題に┤᥋↔Ⅼをᙜてた支᥼と研究

はいまだ不༑ศである (ⰾ㈡・ஂಖ，2005)。 
 ㏆ᖺ抑うつや不Ᏻの一因として，自己注目が

ᣦ᦬されている。自己注目とは自己のෆ的事㇟

に対する注目が過๫な状態のことであり，感᝟

障ᐖの発症や⥔持の要因となる。自己注目は，

⫱ඣのሙでも問題とされている。⫱ඣにおいて

は，ẕぶの自己㛵୚度の㧗いࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなฟ᮶

事が日常の軽ᚤなΰ஘としておこりやすく，ẕ

ぶは自己への注意を㧗めやすい状ἣにある㸦㍿

▼，2002㸧。つまり，⫱ඣに対して対処不能感

を感じ，⫱ඣ行動においてࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな認知的

ホ౯をした㝿，自己について考えてしまいやす

い反ⱄ状態になり，自己や状ἣに対しての見᪉

がよりࣈ࢕ࢸ࢞ࢿになりやすいとされる㸦㍿

▼，2002㸧。そのため，Ꮚどもへの対処不能感

を多く感じる発㐩障ᐖඣをもつẕぶは，自己注

目の状態になりやすいと考えられる。一᪉で，

自己注目をಁす認知ᵓ㐀として，メタ認知的信

念がᣲࡆられる。メタ認知的信念とは，思考が

どのようにしてാくか，あるいはどれくらいࢥ

ࣥト࣮ࣟルできるのか，といった思考の制御に

㛵する信念である。メタ認知的信念には，反復

的思考である心配や反ⱄなどがᙺに立つと思う

なメタ認知的信念と，思考あるいはࣈ࢕ࢸࢪ࣏

感᝟の制御不ྍ能性や༴㝤性に㛵連するࢸ࢞ࢿ

なメタ認知的信念のࣈ࢕ 2 ✀㢮がある㸦Fisher 
& Wells，2009㸧。Wells らのᥦၐした自己調節

実行機能モデルでは，このメタ認知的信念があ

ることによって，反ⱄや心配といった࢕ࢸ࢞ࢿ

な⧞り㏉しの思考に㝗ってしまうとされていࣈ

る㸦Papageorgiou & Wells，2003㸧。自らの認

知を┘ど・制御・ホ౯するメタ認知に↔Ⅼをᙜ

てた心⌮療ἲであるメタ認知療ἲでは，メタ認

知的信念のෆᐜを変໬さࡏることが介入の主要

な目的の一つであるとされる。 
௨上のことから，発㐩障ᐖඣをもつẕぶのメ

タ認知的要因に↔Ⅼをᙜて，自己注目の㐽᩿や

不適応なメタ認知的信念をᨵၿすることが，抑

うつ気ศのపῶにつながるとᮇᚅされる。しか

し，これまでのとこࢁ，発㐩障ᐖඣのẕぶが持

つᏊ⫱てに対する特᭷のᝒ観的な気持ちおよࡧ

障ᐖに対する考えをᢳฟした研究㸦㑔Ώ・ἑ‮

・松Ọ，2007㸧や，Ꮚどものᑗ᮶に対する不Ᏻ，

問題行動や対人㛵ಀ，ẕぶ自㌟のᝎࡳに㛵する

考えをᢳฟした研究㸦᪂⨾・᳜ᮧ，1980㸧はあ

るものの，それらの考えがどのようなメタ認知

的信念によって発生・⥔持されているかという

Ⅼは᫂らかにされていない。また，ẕぶのメタ

認知的要因に↔Ⅼをᙜてた研究は不༑ศである

とされ㸦ᮔ，2006㸧，特᭷の心配・反ⱄに対す

るメタ認知的信念を 定するᑻ度も作成されて

いない。したがって，発㐩障ᐖඣをもつẕぶに

特໬したメタ認知的信念を 定することは，ẕ

ぶのうつ状態とメタ認知的要因との㛵連を検討

するために᭷用と考えられる。さらに，発㐩障

ᐖඣをもつẕぶのメタ認知的信念を 定するᑻ

度は，௒ᚋメタ認知的要因に↔Ⅼをあててẕぶ

の支᥼を行う㝿の重要なຠ果ᣦᶆのࡦとつにな

ることがᮇᚅされる。そこで本研究では，発㐩

障ᐖඣをもつẕぶに対し༙ᵓ㐀໬㠃᥋を行い，

心配・反ⱄに対するメタ認知的信念をᢕᥱし，

ᑻ度を作成することを目的とした。 
 

᪉ ἲ 

 

1㸬原㡯目作成 
調ᰝ対㇟者 
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ᇸ⋢┴にある発㐩障ᐖඣをもつぶの఍にᡤᒓす

るẕぶ 15 㸦ྡᖹᆒᖺ㱋 41.86s6.22 ṓ㸧に༙ᵓ

㐀໬㠃᥋を実᪋した。Ꮚどものᖹᆒᖺ㱋は 11.20
s3.12 ṓであり，障ᐖྡは，PDD14 ྡ㸦PDD
の᫂ࡳグ 6 ྡ，自㛢症 4 ྡ，知的障ᐖをకう自

㛢症 1 ྡ，㧗機能自㛢症 1 ྡ，レࢵト症候群 2
ྡ㸧，ADHD㸩࢔スペル࣮࢞症候群 1 ྡである。 
調ᰝᡭ続き 

2013 ᖺ 7 ᭶から 9 ᭶に，研究༠力のᢎㅙがᚓ

られたぶの఍にて，༙ᵓ㐀໬㠃᥋を行った。༙

ᵓ㐀໬㠃᥋๓に調ᰝの㊃᪨を説᫂し，調ᰝ༠力

は௵意であることをఏえた。また，㠃᥋のෆᐜ

をのちにᩥ᭩໬して検討するために，IC レ࣮ࢥ

を用いて㠃᥋ෆᐜを㘓㡢する᪨も㠃᥋๓に࣮ࢲ

説᫂した。上グのෆᐜに対して同意をᚓられた

者に㠃᥋を行った。 
調ᰝᮦᩱ 
1㸧࢖࢙ࣇス࣮ࢩト㸸ẕぶのᖺ㱋とᏊどものᖺ㱋，

障ᐖのデ᩿の᭷↓とデ᩿ྡをᑜねる㡯目をタ定

した。 
2㸧༙ ᵓ㐀໬㠃᥋࣐࢔ࣗࢽル㸸Wells & Matthew
㸦1994㸧のメタ認知的ࢢࣥࣜ࢖࢓ࣇࣟࣉ㠃᥋

㸦metacognitive profiling interview㸧をཧ考に

心配をࡎルを作成した。㠃᥋では，ま࢔ࣗࢽ࣐

᝿㉳さࡏる㉁問を行い，ල体的な心配のෆᐜに

ついてᅇ⟅をಁした。そのᚋ，それらのෆᐜを

心配することに対する฼ⅬとḞⅬを述べてもら

った。反ⱄに㛵しても同様のᙧᘧで，反ⱄの᝿

㉳を行ったᚋ，ල体的な反ⱄのෆᐜに㛵するᅇ

⟅と，反ⱄすることの฼ⅬとḞⅬを述べてもら

った。㉁問⤊஢時には，心配およࡧ反ⱄを᝿㉳

したことによる㌟体的・精神的な㈇ᢸがないか

をᑜね，問題がないことを確認したのち㠃᥋を

⤊஢した。 
原㡯目の作成 
 ༙ᵓ㐀໬㠃᥋でᚓられたデ࣮タをもとに，ᬻ

定ᑻ度を作成した。まࡎ，ᚓられた㘓㡢デ࣮タ

をすべてᩥᏐ㉳こしし，メタ認知的信念にᙜて

はまりそうな㡯目をᢳฟした。ḟに，㢮ఝして

いるෆᐜを，KJ ἲを用いてまとめた。それらの

㡯目について，心⌮学をᑓᨷする大学院生 3 ྡ

が⊂立してෆᐜ的ጇᙜ性の検討を行い，᭱⤊的

な㡯目ᩚ⌮を行った。 
2㸬信㢗性およࡧጇᙜ性の検討 
調ᰝ対㇟者 

ᮾி㒔・ᇸ⋢┴にある発㐩障ᐖඣをもつぶの

఍にᡤᒓするẕぶ 119 ྡに対して調ᰝを行い，

ヱᙜするᅇ⟅がᚓられた 95 㸦ྡᖹᆒᖺ㱋 43.57
s5.66 ṓ㸧をศᯒの対㇟とした。Ꮚどものᖹᆒ

ᖺ㱋は 12.57s3.41 ṓであり，障ᐖྡは，PDD80
ྡ㸦PDD の᫂ࡳグ 20 ྡ，㧗機能 PDD2 ྡ，特

定不能 PDD1 ྡ，自㛢症 30 ྡ，知的障ᐖをక

う自㛢症 13 ྡ，㧗機能自㛢症 5 ྡ，非定ᆺ自㛢

症 1 ྡ，ᑠඣ自㛢症 1 ྡ，自㛢症スペクトラム

障ᐖ 1 スペル࣮࢞症候群࢔，ྡ 4 ྡ，レࢵト症

候群 2 ྡ㸧，ADHD4 ྡ，PDD㸩ADHD4 ࢔，ྡ

スペル࣮࢞症候群㸩ADHD3 ྡ，LD+ADHD1
ྡ，発㐩障ᐖとだけ᫂グが 3 ྡであった。 
調ᰝᡭ続き 

2013 ᖺ 10 ᭶から 11 ᭶に，調ᰝ研究の༠力を

ᚓられたぶの఍の活動のሙにて，調ᰝ用⣬を配

ᕸした。調ᰝの㊃᪨およࡧ，ᅇ⟅は௵意である

ことを༑ศに説᫂し，ᢎㅙのᚓられたẕぶに௵

意でᅇ⟅してもらった。 
調ᰝᮦᩱ 
1㸧発㐩障ᐖඣをもつẕぶのメタ認知的信念ᑻ

度㸸༙ᵓ㐀໬㠃᥋でᚓた᝟ሗを基に作成したᑻ

度。発㐩障ᐖඣをもつẕぶの心配・反ⱄに対す

るメタ認知的信念を 定するᑻ度である。36 㡯

目 5 ௳ἲ。 
2㸧心⌮的ストレス反応ᑻ度㸦Stress Response 
Scale-18㸸SRS-18㸹㕥ᮌ・ᔱ田・୕ᾆ・∦ᰗ・

ྑ㤿・ᆏ野，1998㸧㸸心⌮的ストレス反応を 

定するᑻ度である。18 㡯目 4 ௳ἲ。 
3㸧日本ㄒ∧ Meta-Cognitions Qestionnaire-30
㸦MCQ-30㸹㎷・ᒣ田，2007㸧㸸侵入思考や心配

に対するメタ認知的信念を 定するᑻ度であ

る。本研究では，ୗ఩ᑻ度「心配に㛵する࣏ࢪ

しまう㸦ච田，2007㸧。また，抑うつ症状にక

う認知の変໬により，Ꮚどもをᝒ観的・ྰ定的

な見᪉をするようになり，Ꮚどもへの応対がྰ

定的となったり，Ꮚどもに対して適切でないゝ

動・行動を行ってしまいがちになる㸦野㑚，

2007)。その結果，Ꮚどもの᝟⥴障ᐖや行動障ᐖ

をㄏ発し，ẕぶの⫱ඣ㈇ᢸ感と抑うつ感もさら

に増大さࡏるᝏᚠ⎔が生じてしまう㸦⋢ᮌ，

2006㸧。ペ࢔レࣥトトレ࣮ࢢࣥࢽやぶの఍など

ẕぶに対する支᥼体制はᩚえられてきている

が，心㌟の問題に┤᥋↔Ⅼをᙜてた支᥼と研究

はいまだ不༑ศである (ⰾ㈡・ஂಖ，2005)。 
 ㏆ᖺ抑うつや不Ᏻの一因として，自己注目が

ᣦ᦬されている。自己注目とは自己のෆ的事㇟

に対する注目が過๫な状態のことであり，感᝟

障ᐖの発症や⥔持の要因となる。自己注目は，

⫱ඣのሙでも問題とされている。⫱ඣにおいて

は，ẕぶの自己㛵୚度の㧗いࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなฟ᮶

事が日常の軽ᚤなΰ஘としておこりやすく，ẕ

ぶは自己への注意を㧗めやすい状ἣにある㸦㍿

▼，2002㸧。つまり，⫱ඣに対して対処不能感

を感じ，⫱ඣ行動においてࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな認知的

ホ౯をした㝿，自己について考えてしまいやす

い反ⱄ状態になり，自己や状ἣに対しての見᪉

がよりࣈ࢕ࢸ࢞ࢿになりやすいとされる㸦㍿

▼，2002㸧。そのため，Ꮚどもへの対処不能感

を多く感じる発㐩障ᐖඣをもつẕぶは，自己注

目の状態になりやすいと考えられる。一᪉で，

自己注目をಁす認知ᵓ㐀として，メタ認知的信

念がᣲࡆられる。メタ認知的信念とは，思考が

どのようにしてാくか，あるいはどれくらいࢥ

ࣥト࣮ࣟルできるのか，といった思考の制御に

㛵する信念である。メタ認知的信念には，反復

的思考である心配や反ⱄなどがᙺに立つと思う

なメタ認知的信念と，思考あるいはࣈ࢕ࢸࢪ࣏

感᝟の制御不ྍ能性や༴㝤性に㛵連するࢸ࢞ࢿ

なメタ認知的信念のࣈ࢕ 2 ✀㢮がある㸦Fisher 
& Wells，2009㸧。Wells らのᥦၐした自己調節

実行機能モデルでは，このメタ認知的信念があ

ることによって，反ⱄや心配といった࢕ࢸ࢞ࢿ

な⧞り㏉しの思考に㝗ってしまうとされていࣈ

る㸦Papageorgiou & Wells，2003㸧。自らの認

知を┘ど・制御・ホ౯するメタ認知に↔Ⅼをᙜ

てた心⌮療ἲであるメタ認知療ἲでは，メタ認

知的信念のෆᐜを変໬さࡏることが介入の主要

な目的の一つであるとされる。 
௨上のことから，発㐩障ᐖඣをもつẕぶのメ

タ認知的要因に↔Ⅼをᙜて，自己注目の㐽᩿や

不適応なメタ認知的信念をᨵၿすることが，抑

うつ気ศのపῶにつながるとᮇᚅされる。しか

し，これまでのとこࢁ，発㐩障ᐖඣのẕぶが持

つᏊ⫱てに対する特᭷のᝒ観的な気持ちおよࡧ

障ᐖに対する考えをᢳฟした研究㸦㑔Ώ・ἑ‮

・松Ọ，2007㸧や，Ꮚどものᑗ᮶に対する不Ᏻ，

問題行動や対人㛵ಀ，ẕぶ自㌟のᝎࡳに㛵する

考えをᢳฟした研究㸦᪂⨾・᳜ᮧ，1980㸧はあ

るものの，それらの考えがどのようなメタ認知

的信念によって発生・⥔持されているかという

Ⅼは᫂らかにされていない。また，ẕぶのメタ

認知的要因に↔Ⅼをᙜてた研究は不༑ศである

とされ㸦ᮔ，2006㸧，特᭷の心配・反ⱄに対す

るメタ認知的信念を 定するᑻ度も作成されて

いない。したがって，発㐩障ᐖඣをもつẕぶに

特໬したメタ認知的信念を 定することは，ẕ

ぶのうつ状態とメタ認知的要因との㛵連を検討

するために᭷用と考えられる。さらに，発㐩障

ᐖඣをもつẕぶのメタ認知的信念を 定するᑻ

度は，௒ᚋメタ認知的要因に↔Ⅼをあててẕぶ

の支᥼を行う㝿の重要なຠ果ᣦᶆのࡦとつにな

ることがᮇᚅされる。そこで本研究では，発㐩

障ᐖඣをもつẕぶに対し༙ᵓ㐀໬㠃᥋を行い，

心配・反ⱄに対するメタ認知的信念をᢕᥱし，

ᑻ度を作成することを目的とした。 
 

᪉ ἲ 

 

1㸬原㡯目作成 
調ᰝ対㇟者 

上野・佐藤・熊野：発達障害児をもつ母親のメタ認知的信念尺度の作成，及び信頼性と妥当性の検討
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な信念」「心配の制御不能性や༴㝤に㛵すࣈ࢕ࢸ

るࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念」のࡳを用いた。12 㡯目 4
௳ἲ。 
4㸧抑うつ的反すうに㛵する࣏ࣈ࢕ࢸࢪな信念ᑻ

度㸦the Positive Belief about Depressive 
Rumination Questionnaire㸸PBDRQ㸹㛗㇂ᕝ

・金⠏・根建，2009㸧㸸抑うつ的反すうに㛵す

る࣏ࣈ࢕ࢸࢪな信念の確信度を 定するᑻ度で

ある。本研究ではୗ఩ᑻ度「人生のᝏ影響のᅇ

㑊」「現状のᝏ໬のᅇ㑊」のࡳを用いた。10 㡯

目 5 ௳ἲ。 
5㸧ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな反すうᑻ度㸦the Negative 
Rumination Scale㸸NRS㸹ఀ⸨・上㔛，2001㸧㸸
ྰ定的・᎘ᝏ的な事᯶について，㛗い間⧞り㏉

し考え続ける傾向を 定するᑻ度である。11 㡯

目 6 ௳ἲ。 
6㸧࢖࢙ࣇス࣮ࢩト㸸ẕぶのᖺ㱋とᏊどものᖺ

㱋，障ᐖのデ᩿の᭷↓とデ᩿ྡをᑜねる㡯目を

タ定した。 
３㸬೔⌮的配៖ 
 本調ᰝへのཧຍは自⏤意ᚿによるものである

こと，不ཧຍや中᩿によって一切の不฼┈が生

じないこと，個人᝟ሗが₃れるᜍれはないこと

について，༙ᵓ㐀໬㠃᥋およࡧ㉁問⣬調ᰝの調

ᰝ㛤ጞ๓に⣬㠃およཱྀࡧ㢌にて༑ศな説᫂を行

った上で༠力を౫㢗した。༙ᵓ㐀໬㠃᥋におい

ては同意᭩への⨫ྡ，㉁問⣬調ᰝにおいては࢔

トへのᅇ⟅をもって調ᰝへのཧຍに同意࣮ࢣࣥ

したものとࡳなした。なお，本調ᰝは「早稲田

大学人を対㇟とする研究に㛵する೔⌮ጤဨ఍」

のᢎ認をᚓて行われた㸦ᢎ認␒ྕ㸸2013-051㸧。 
 

⤖ ᯝ 

 

まࡎ，㡯目ࡈとのᖹᆒ್とᶆ‽೫差を⟬ฟし，

ኳ஭ຠ果・ᗋຠ果が見られた㡯目を๐㝖した。

また，ኳ஭ຠ果にはᒆいてないものの，ᖹᆒ್

に大きな೫りが見られた㡯目も๐㝖した。その

ᚋ，ṧりの㡯目に対して，因Ꮚᵓ㐀を検討する

ために主因Ꮚἲに基づく᥈⣴的因Ꮚศᯒを行っ

た。スク࣮ࣜࢵࣟࣉトのᙧ状およࡧᅛ᭷್が 1.0
௨上の因Ꮚであることから，2 因Ꮚᵓ㐀である

とゎ㔘した。そして因Ꮚ数を 2 因Ꮚにᣦ定し，

෌度主因Ꮚἲࢵ࣐ࣟࣉクスᅇ㌿による因Ꮚศᯒ

を行い，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞が基‽㸦.40㸧に‶たない㡯

目を㡰に๐㝖していった。なお，多重㈇Ⲵのか

かっている㡯目は認められなかった。その結果，

3ᅇの反復でᅇ㌿が཰᮰し，➨ 1因Ꮚが 13㡯目，

➨ 2 因Ꮚが 13 㡯目，ィ 26 㡯目がᢳฟされた。 
➨ 1 因Ꮚは，心配や反ⱄのࣥࢥト࣮ࣟル不ྍ

能性に㛵する㡯目の㈇Ⲵ㔞が㧗かったため，「発

㐩障ᐖඣをもつẕぶの心配・反ⱄに対する࢞ࢿ

 なメタ認知的信念㸦NWRM㸸Negativeࣈ࢕ࢸ
metacognitive belief for Worry and 
Rumination of Mothers having developmental 
disorder children㸧」と࿨ྡした。➨ 2 因Ꮚは，

心配や反ⱄをすることの᭷┈性に㛵する㡯目の

㈇Ⲵ㔞が㧗かったため，「発㐩障ᐖඣをもつẕぶ

の心配・反ⱄに対する࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的

信念㸦PWRM㸸Positive metacognitive belief for 
Worry and Rumination of Mothers having 
developmental disorder children㸧」と࿨ྡした。 
ḟに，ྛୗ఩因Ꮚとᑻ度඲体の信㢗性を検討

するために，Șಀ数を⟬ฟした。その結果，➨

1 因ᏊはȘ=.91，➨ 2 因ᏊはȘ=.87，ᑻ度඲体

ではȘ=.89 がᚓられ，ୗ఩ᑻ度，ᑻ度඲体とも

に㧗いෆ的ᩚྜ性が示された。因Ꮚศᯒによる

ᑻ度の㡯目，㡯目ࡈとの因Ꮚ㈇Ⲵ㔞，因Ꮚ間┦

㛵，そしてྛୗ఩因ᏊのȘಀ数の್をまとめた

ものを Table1 に示す。 
ే存的ጇᙜ性の検討については，それࡒれの

ୗ఩ᑻ度と，SRS-18，MCQ-30 のୗ఩ᑻ度，

PBDRQ，およࡧ NRS との┦㛵ಀ数をồめた

㸦Table2㸧。NWRM は，SRS-18，「心配の制御

不能性や༴㝤に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念」，NRS
との間に᭷意な強いṇの┦㛵，PBDRQ との間

に᭷意なᙅいṇの┦㛵，「心配に㛵する࣏࢕ࢸࢪ

くᙅいṇの┦㛵が᭷意傾ࡈな信念」との間にࣈ
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Table1 ᅉᏊ分析の⤖ᯝ（୺ᅉᏊἲ䝥䝻䝬䝑䜽䝇ᅇ㌿䠈䃐=.㻤9） 

27 Ꮚ䛹䜒の䛣䛸に䛴䛔䛶୍䛴心配䛩る䛸䚸௚の䛒䜙䜖る䜒の䜒ྠ᫬に心配䛧䛶䛧䜎䛔䛜䛱䛰 .7㻢㻢 .101

15 Ꮚ䛹䜒の௒ᚋ䜢心配䛩る䛸䚸心配஦にἐ㢌䛧䛶䛧䜎䛔௚の䛣䛸にᡭ䛜ᅇ䜙䛺䛟䛺る .749 㻙.02㻢

17 Ꮚ䛹䜒䛜୙㐺ษ䛺対ᛂ䜢ཷける䛣䛸に䛴䛔䛶⧞䜚㏉䛧考䛘䛶䛧䜎䛔䚸㢌䛛䜙㞳䜜䛺䛔 .747 㻙.052

22 Ꮚ䛹䜒のᑗ᮶䜢心配䛩る䛸䚸心配䛧䛩䛞䛶៧㨚に䛺る .721 .0㻤㻢

23 Ꮚ䛹䜒の㞀ᐖに䛴䛔䛶⧞䜚㏉䛧考䛘る䛸䚸Ꮚ䛹䜒の୙ᚓព䛺⾜ື䜀䛛䜚に཯ᛂ䛧䛶䛧䜎䛖 .705 .054

10 Ꮚ⫱䛶に対䛧䛶㐺ษ䛺対ᛂ䛜䛸䜜䛺䛛䛳䛯䛣䛸䜢⧞䜚㏉䛧考䛘る䛸䚸ẕぶ䛸䛧䛶の⮬信䛜䛺䛟䛺る .㻢9㻤 㻙.11㻢

1㻢 Ꮚ䛹䜒䛜㞀ᐖ䜢䜒䛳䛶䛔る䛣䛸䜢考䛘⥆ける䛸䚸䛹䛖䛧䛶䜒࿘ᅖの཯ᛂ䜢㐣๫にẼに䛧䛶䛧䜎䛖 .㻢94 㻙.0㻢1

2㻢 Ꮚ䛹䜒䜢⌮ゎ䛫䛪にᡭ䜢䛒䛢䛶䛧䜎䛳䛯䛣䛸䜢⧞䜚㏉䛧思䛔㏉䛩䛸䚸䝛䜺䝔䜱䝤に䛺䜚Ẽ分䛜ⴠ䛱㎸䜐 .㻢㻤2 㻙.090

25 Ꮚ䛹䜒の䛣䛸䜢心配䛩る䛸䚸ᐙ᪘䜔௚の඗ᘵの䛣䛸䜎䛷考䛘䛜ཬ䜀䛺䛟䛺る .㻢70 㻙.035

㻢 Ꮚ䛹䜒䛜㞀ᐖ䜢ᣢ䛳䛶䛔る䛜䜖䛘に䚸ఱẼ䛺䛔ฟ᮶஦䛷䜒䛹䛖䛧䛶䜒㐣๫に心配䛧䛶䛧䜎䛖 .579 .059

4 Ꮚ䛹䜒のẼᣢ䛱䜢⌮ゎ䛧䛶䛒䛢䜙䜜䛺䛛䛳䛯䛣䛸に䛴䛔䛶考䛘⥆ける䛸䚸ᝒ䛧䛔Ẽᣢ䛱に䛺䜚䜔䛩䛔 .5㻢㻢 㻙.005

11 Ꮚ䛹䜒のᑗ᮶に䛴䛔䛶心配䛩る䛣䛸䛷䚸䛛䛘䛳䛶Ꮚ䛹䜒に䛸䛳䛶㈇ᢸ䛺ാ䛝䛛け䜢䛧䛶䛧䜎䛖 .52㻢 .072

7 㞀ᐖ䜢䜒䛴Ꮚに⏘䜣䛷䛧䜎䛳䛯䛣䛸䜢⧞䜚㏉䛧考䛘る䛸䚸⨥のព㆑䜢ᣢ䛳䛶䛧䜎䛖 .4㻤4 .023

32 ⮬分䛜Ṛ䜣䛰ᚋのᏊ䛹䜒の䛣䛸䜢心配䛩るの䛿䚸ᑗ᮶の対⟇䜢䛸る䛯䜑にᙺに❧䛴 㻙.144 .㻢99

29 Ꮚ䛹䜒に䜲䝷䜲䝷䛧䛶䛧䜎䛳䛯䛣䛸䜢⧞䜚㏉䛧思䛔㏉䛩䛣䛸䛷䚸௒ᚋ䛿Ẽ䜢௜け䜘䛖䛸཯┬䛷䛝る .09㻢 .㻢92

2㻤 Ꮚ䛹䜒䛜㞀ᐖ䜢䜒䛳䛶䛔る䛸䛔䛖஦ᐇ䜢⧞䜚㏉䛧考䛘る䛣䛸䛷䚸⌧ᐇ䜢ぢ䛴䜑る䛣䛸䛜ฟ᮶る .0㻤1 .㻢79

24 Ꮚ䛹䜒䛜୍ேに䛺䛳䛯᫬の䛣䛸䜢心配䛩る䛣䛸䛿䚸௒ᚋのぢ㏻䛧䜢❧䛶る䛝䛳䛛けに䛺る 㻙.044 .㻢㻢5

21 Ꮚ䛹䜒の㞀ᐖに䛴䛔䛶⧞䜚㏉䛧考䛘る䛣䛸䛷䚸Ꮚ䛹䜒䜢䝃䝫䞊䝖䛩る䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䛜ୖ䛜る 㻙.070 .㻢50

㻤 Ꮚ䛹䜒の䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ䜢心配䛩る䛣䛸䛷䚸䜘䜚୍ᒙᏊ䛹䜒䛸向䛝ྜ䛖䜘䛖に䛺䜜る 㻙.204 .㻢22

30
Ꮚ䛹䜒に対䛩る࿘ᅖのேの対ᛂ䜢⧞䜚㏉䛧思䛔㏉䛩䛣䛸䛿䚸࿘ᅖのேに㞀ᐖに䛴䛔䛶ఏ䛘る
䛝䛳䛛けに䛺る

㻙.013 .539

2 Ꮚ䛹䜒䜢⌮ゎ䛧䛺䛔䛷ᛣ䛳䛶䛧䜎䛳䛯䛣䛸䜢ᚋ᜼䛩る䛣䛸䛷䚸ḟ䛿Ẽ䜢䛴け䜘䛖䛸Ꮫ⩦䛷䛝る 㻙.021 .527

1 Ꮚ䛹䜒のᑗ᮶䜢心配䛩る䛣䛸䛿䚸௒の䛖䛱䛛䜙䛔䜝䜣䛺䛣䛸䜢䜔䜙䛫る䛝䛳䛛けに䛺る .105 .523

35 Ꮚ䛹䜒のၥ㢟⾜ື䜢心配䛩る䛣䛸䛷䚸䛭の⾜ື䜢䜔䜑る䜘䛖にാ䛝䛛ける䛣䛸䛜䛷䛝る .04㻢 .520

14 Ꮚ䛹䜒䛸⮬分䛸の関䜟䜚ྜ䛔䜢⧞䜚㏉䛧思䛔㏉䛩䛣䛸䛷䚸Ꮚ䛹䜒の≉ᚩ䜢䛴䛛䜐䛣䛸䛜ฟ᮶る 㻙.032 .505

1㻤 Ꮚ䛹䜒に㞀ᐖ䛜䛒る䛣䛸䜢⧞䜚㏉䛧考䛘る䛣䛸䛷䚸⮬分の⾜ື䜔ゝື䜢ぢ䛴䜑㏉䛩䛣䛸䛜ฟ᮶る .12㻤 .4㻤2

33 Ꮚ䛹䜒の䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁のྲྀ䜚᪉䜢心配䛩る䛣䛸䛷䚸Ꮚ䛹䜒に対䛧䛶ὀព῝䛟䛺䜜る .197 .4㻢0

➨1ᅉᏊ䠖Ⓨ㐩㞀ᐖඣ䜢䜒䛴ẕぶの心配䞉཯ⱄに対䛩る䝛䜺䝔䜱䝤䛺メタ認知的信念 （ 䃐=.91 ）

➨2ᅉᏊ䠖Ⓨ㐩㞀ᐖඣ䜢䜒䛴ẕぶの心配䞉཯ⱄに対䛩る䝫䝆䝔䜱䝤䛺メタ認知的信念 ( 䃐=.㻤7 ）

ᅉᏊ間相関䚷.225

ᅉᏊ㈇Ⲵ㔞

䊠 䊡
㡯┠

 

な信念」「心配の制御不能性や༴㝤に㛵すࣈ࢕ࢸ

るࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念」のࡳを用いた。12 㡯目 4
௳ἲ。 
4㸧抑うつ的反すうに㛵する࣏ࣈ࢕ࢸࢪな信念ᑻ

度㸦the Positive Belief about Depressive 
Rumination Questionnaire㸸PBDRQ㸹㛗㇂ᕝ

・金⠏・根建，2009㸧㸸抑うつ的反すうに㛵す

る࣏ࣈ࢕ࢸࢪな信念の確信度を 定するᑻ度で

ある。本研究ではୗ఩ᑻ度「人生のᝏ影響のᅇ

㑊」「現状のᝏ໬のᅇ㑊」のࡳを用いた。10 㡯

目 5 ௳ἲ。 
5㸧ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな反すうᑻ度㸦the Negative 
Rumination Scale㸸NRS㸹ఀ⸨・上㔛，2001㸧㸸
ྰ定的・᎘ᝏ的な事᯶について，㛗い間⧞り㏉

し考え続ける傾向を 定するᑻ度である。11 㡯

目 6 ௳ἲ。 
6㸧࢖࢙ࣇス࣮ࢩト㸸ẕぶのᖺ㱋とᏊどものᖺ

㱋，障ᐖのデ᩿の᭷↓とデ᩿ྡをᑜねる㡯目を

タ定した。 
３㸬೔⌮的配៖ 
 本調ᰝへのཧຍは自⏤意ᚿによるものである

こと，不ཧຍや中᩿によって一切の不฼┈が生

じないこと，個人᝟ሗが₃れるᜍれはないこと

について，༙ᵓ㐀໬㠃᥋およࡧ㉁問⣬調ᰝの調

ᰝ㛤ጞ๓に⣬㠃およཱྀࡧ㢌にて༑ศな説᫂を行

った上で༠力を౫㢗した。༙ᵓ㐀໬㠃᥋におい

ては同意᭩への⨫ྡ，㉁問⣬調ᰝにおいては࢔

トへのᅇ⟅をもって調ᰝへのཧຍに同意࣮ࢣࣥ

したものとࡳなした。なお，本調ᰝは「早稲田

大学人を対㇟とする研究に㛵する೔⌮ጤဨ఍」

のᢎ認をᚓて行われた㸦ᢎ認␒ྕ㸸2013-051㸧。 
 

⤖ ᯝ 

 

まࡎ，㡯目ࡈとのᖹᆒ್とᶆ‽೫差を⟬ฟし，

ኳ஭ຠ果・ᗋຠ果が見られた㡯目を๐㝖した。

また，ኳ஭ຠ果にはᒆいてないものの，ᖹᆒ್

に大きな೫りが見られた㡯目も๐㝖した。その

ᚋ，ṧりの㡯目に対して，因Ꮚᵓ㐀を検討する

ために主因Ꮚἲに基づく᥈⣴的因Ꮚศᯒを行っ

た。スク࣮ࣜࢵࣟࣉトのᙧ状およࡧᅛ᭷್が 1.0
௨上の因Ꮚであることから，2 因Ꮚᵓ㐀である

とゎ㔘した。そして因Ꮚ数を 2 因Ꮚにᣦ定し，

෌度主因Ꮚἲࢵ࣐ࣟࣉクスᅇ㌿による因Ꮚศᯒ

を行い，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞が基‽㸦.40㸧に‶たない㡯

目を㡰に๐㝖していった。なお，多重㈇Ⲵのか

かっている㡯目は認められなかった。その結果，

3ᅇの反復でᅇ㌿が཰᮰し，➨ 1因Ꮚが 13㡯目，

➨ 2 因Ꮚが 13 㡯目，ィ 26 㡯目がᢳฟされた。 
➨ 1 因Ꮚは，心配や反ⱄのࣥࢥト࣮ࣟル不ྍ

能性に㛵する㡯目の㈇Ⲵ㔞が㧗かったため，「発

㐩障ᐖඣをもつẕぶの心配・反ⱄに対する࢞ࢿ

 なメタ認知的信念㸦NWRM㸸Negativeࣈ࢕ࢸ
metacognitive belief for Worry and 
Rumination of Mothers having developmental 
disorder children㸧」と࿨ྡした。➨ 2 因Ꮚは，

心配や反ⱄをすることの᭷┈性に㛵する㡯目の

㈇Ⲵ㔞が㧗かったため，「発㐩障ᐖඣをもつẕぶ

の心配・反ⱄに対する࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的

信念㸦PWRM㸸Positive metacognitive belief for 
Worry and Rumination of Mothers having 
developmental disorder children㸧」と࿨ྡした。 
ḟに，ྛୗ఩因Ꮚとᑻ度඲体の信㢗性を検討

するために，Șಀ数を⟬ฟした。その結果，➨

1 因ᏊはȘ=.91，➨ 2 因ᏊはȘ=.87，ᑻ度඲体

ではȘ=.89 がᚓられ，ୗ఩ᑻ度，ᑻ度඲体とも

に㧗いෆ的ᩚྜ性が示された。因Ꮚศᯒによる

ᑻ度の㡯目，㡯目ࡈとの因Ꮚ㈇Ⲵ㔞，因Ꮚ間┦

㛵，そしてྛୗ఩因ᏊのȘಀ数の್をまとめた

ものを Table1 に示す。 
ే存的ጇᙜ性の検討については，それࡒれの

ୗ఩ᑻ度と，SRS-18，MCQ-30 のୗ఩ᑻ度，

PBDRQ，およࡧ NRS との┦㛵ಀ数をồめた

㸦Table2㸧。NWRM は，SRS-18，「心配の制御

不能性や༴㝤に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念」，NRS
との間に᭷意な強いṇの┦㛵，PBDRQ との間

に᭷意なᙅいṇの┦㛵，「心配に㛵する࣏࢕ࢸࢪ

くᙅいṇの┦㛵が᭷意傾ࡈな信念」との間にࣈ
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Table2 各ᑻᗘ間の相関関係 

1 2 3 4 5 㻢 7

1 N㼃㻾㻹 ― .227 * .㻢35 ** .1㻤2 䈂 .732 ** .225 * .㻢50 **

2 㻼㼃㻾㻹 ― .030 .㻢00 ** .1㻤㻤 䈂 .332 ** .01㻤

3 S㻾S㻙1㻤 ― .112 .㻢1㻢 ** .049 .545 **

4 㻹C㻽㻙p㼛 ― .329 ** .3㻤2 ** .159

5 㻹C㻽㻙㼚e ― .141 .㻢㻢㻢 **

㻢 㻼㻮㻰㻾㻽㼫 ― .071

7 N㻾S㼫㼫 ―

N㼛㼠e. N㼃㻾㻹䠖Ne㼓a㼠㼕㼢e 㼙e㼠a㼏㼛㼓㼚㼕㼠㼕㼢e bel㼕e㼒 㼒㼛㼞 㼃㼛㼞㼞㼥 a㼚㼐 㻾㼡㼙㼕㼚a㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㻹㼛㼠㼔e㼞㼟 㼔a㼢㼕㼚㼓
     䚷 㼐e㼢el㼛p㼙e㼚㼠al 㼐㼕㼟㼛㼞㼐e㼞 㼏㼔㼕l㼐㼞e㼚䠈 㻼㼃㻾㻹䠖㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼢e 㼙e㼠a㼏㼛㼓㼚㼕㼠㼕㼢e bel㼕e㼒 㼒㼛㼞 㼃㼛㼞㼞㼥 a㼚㼐
        㻾㼡㼙㼕㼚a㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㻹㼛㼠㼔e㼞㼟 㼔a㼢㼕㼚㼓 㼐e㼢el㼛p㼙e㼚㼠al 㼐㼕㼟㼛㼞㼐e㼞 㼏㼔㼕l㼐㼞e㼚䠈 S㻾S㻙1㻤䠖S㼠㼞e㼟㼟
      䚷㻾e㼟p㼛㼚㼟e S㼏ale㻙1㻤䠈 㻼㻮㻰㻾㻽䠖㼠㼔e 㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼢e 㻮el㼕e㼒 ab㼛㼡㼠 㻰ep㼞e㼟㼟㼕㼢e 㻾㼡㼙㼕㼚a㼠㼕㼛㼚
     䚷 㻽㼡e㼟㼠㼕㼛㼚㼚a㼕㼞e䠈 N㻾S䠖㼠㼔e Ne㼓a㼠㼕㼢e 㻾㼡㼙㼕㼚a㼠㼕㼛㼚 S㼏ale䠈
     䚷㻹C㻽㻙p㼛䠖㻹C㻽㻙30の䛂心配に関䛩る䝫䝆䝔䜱䝤䛺信念䛃䠈 㻹C㻽㻙㼚e䠖㻹C㻽㻙30の䛂心配の⤫制
    䚷 ᛶ䜔༴㝤に関䛩る䝛䜺䝔䜱䝤䛺信念䛃

䈂p  <.10䚷*p  <.05䚷**p  <.01

 
向で見られた。また PWRM は，「心配に㛵する

な信念」，PBDRQࣈ࢕ࢸࢪ࣏ との間に᭷意なᙅ

㹼中程度のṇの┦㛵，「心配の制御不能性や༴㝤

に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念」とのࡈくᙅいṇの

┦㛵が᭷意傾向で見られた。しかし，SRS-18
との間と，NRS との間には，┦㛵㛵ಀが示され

なかった。なお，NWRM と PWRM との間では

᭷意なᙅいṇの┦㛵が示された。 
 

⪃ ᐹ 

 

 
本研究の目的は，発㐩障ᐖඣをもつẕぶのメ

タ認知的信念ᑻ度の作成と信㢗性およࡧጇᙜ性

の検討であった。検討を行った結果，ẕぶのメ

タ認知的信念が᫂らかになり，概ね強い信㢗性

とጇᙜ性を᭷するᑻ度を作成することができた。 
因Ꮚศᯒの結果，心配と反ⱄがまとまり 2 因

Ꮚᵓ㐀となったが，どちらも自己に㛵連したࢿ

な反復的思考であり，多くの㢮ఝ性がࣈ࢕ࢸ࢞

ᣦ᦬されているため㸦Segerstrom，Tsao，Alden，
& Craske，2000㸧，本研究においても心配と反

ⱄが 1 つの因Ꮚにまとまったと考えられる。 
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ే存的ጇᙜ性の結果については，NWRM が

ストレス反応と強い┦㛵を示した一᪉で，

PWRM がストレス反応と᭷意な┦㛵がᚓられ

ㄢ題がṧった。従᮶の研究から，心配に対すࡎ

る࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信念については඲⯡

性不Ᏻ障ᐖをᘬき㉳こす一因になりうること

㸦Borkovec & Romer，1995㸧，反ⱄに対する࣏

なメタ認知的信念が抑うつ症状のᝏ໬ࣈ࢕ࢸࢪ

及ࡧ⥔持と㛵連があること㸦Papageorgiou & 
Wells，2001㸧が示唆されている。そのため，

本研究においても PWRM のጇᙜ性の検討とし

て，ストレス反応やࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな反ⱄとの㛵連

を検討した。しかしながら，心配に対する࣏ࢪ

ࡏなメタ認知的信念は，心配を活性໬さࣈ࢕ࢸ

ることで，✚ᴟ的な問題ゎỴスタ࢖ルにつなが

ることも示されている㸦Davey，Hampton，
Farrell，& Davidson，1992㸧。また，㧗野・୹

野㸦2008㸧によると，反ⱄに対する࣏ࣈ࢕ࢸࢪ

なメタ認知的信念を᭷していても，ᚲࡎしも抑

うつをᘬき㉳こすࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな自己注目㸦反ⱄ㸧

に㝗ってしまっているわけではなく，ࡴしࢁ抑

うつをࣥࢥト࣮ࣟルできる適応的な自己注目

㸦┬ᐹ㸧を行っているሙྜがあることが示され

ている。このことから，PWRM に㛵しては࢞ࢿ

なഃ㠃௨እにも適応的な機能を᭷していࣈ࢕ࢸ

ることが考えられ，本研究においてストレス反

応との間に┦㛵が示されなかったこととも㛵連

していると考えられる。 
௒ᅇ作成したᑻ度の㡯目については，༙ᵓ㐀

໬㠃᥋をもとに作成したことから，ẕぶの心

配・反ⱄについてヲ⣽なෆᐜをྵめることがฟ

᮶た。心配・反ⱄの対㇟に㛵して，ᑗ᮶につい

て，Ꮚどもへのാきかけについて，Ꮚどもとの

㛵わりྜいについて，自㌟の感᝟や気ศについ

て，⨥ᝏ感についてなど，ෆᐜがᖜᗈくྵまれ

ていることは฼Ⅼとしてᣲࡆられる。しかし，

発㐩障ᐖඣをもつẕぶ特᭷の信念とはゝい切れ

定ᆺ発㐩ඣをもつẕぶにもᙜてはまるよう，ࡎ

な㡯目もྵまれてしまった。また，༙ᵓ㐀໬㠃

᥋ではࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念における思

考感᝟の༴㝤性に㛵する㡯目があまりᚓられな

かった。さらに，PWRM と PBDRQ との間の

┦㛵がᙅいṇの┦㛵にとどまった⌮⏤として，

ᑻ度間のෆᐜの㐪いが一因として考えられる。

本研究で౑用した PBDRQ のୗ఩ᑻ度は，「反ⱄ

しないと問題状ἣを⌮ゎできない」といった，

反ⱄしないことで生じる不฼┈に㛵する信念に

↔Ⅼをᙜてている。しかし PWRM は，「反ⱄす

るとᏊどもの特徴をつかࡴことがฟ᮶る」とい

った，反ⱄすることで生じる฼┈に↔Ⅼをᙜて

ている。௨上のことから，本研究では༙ᵓ㐀໬

㠃᥋によりᚓられた᝟ሗを㏲ㄒ的に㡯目に置き

᥮えたため，㡯目を作成するẁ㝵で「発㐩障ᐖ

ඣをもつẕぶのメタ認知的信念」を༑ศに捉え

きれていなかったこと，⾲現が不㊊していたこ

とが㝈⏺Ⅼとしてᣲࡆられる。そのため，௒ᚋ

は㡯目の෌ᩚ⌮や，༙ᵓ㐀໬㠃᥋からはᚓられ

なかったูの信念をᢳฟし，ᑻ度を精⦓໬する

ことがồめられる。 
本研究は，発㐩障ᐖඣをもつẕぶのメタ認知

的要因に注目し，ẕぶのメタ認知的信念に↔Ⅼ

をᙜてた介入により，抑うつをపῶさࡏる研究

につなࡆるためのᑻ度作成を行うことを目的と

していた。そのため，ᑻ度を精⦓໬したᚋはそ

れࡒれのメタ認知的信念とストレス反応との㛵

連に㛵して因果的ࢭࣟࣉスなどをྵめた検討を

行い，ẕぶのメタ認知的信念のാきについて⌮

ゎを῝めるᚲ要がある。 
 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 
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に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念」とのࡈくᙅいṇの

┦㛵が᭷意傾向で見られた。しかし，SRS-18
との間と，NRS との間には，┦㛵㛵ಀが示され

なかった。なお，NWRM と PWRM との間では
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の検討であった。検討を行った結果，ẕぶのメ

タ認知的信念が᫂らかになり，概ね強い信㢗性

とጇᙜ性を᭷するᑻ度を作成することができた。 
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な反復的思考であり，多くの㢮ఝ性がࣈ࢕ࢸ࢞

ᣦ᦬されているため㸦Segerstrom，Tsao，Alden，
& Craske，2000㸧，本研究においても心配と反

ⱄが 1 つの因Ꮚにまとまったと考えられる。 
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Abstract 
 

Mothers of children with developmental disorders often become overfocused on 
self-attention and such psychological burdens can lead to depression. However, limited 
studies have focused on the metacognitive factors of mothers that promote such 
self-attention. Therefore, this study develops a metacognitive beliefs questionnaire for 
mothers of children with developmental disorders through a twofold approach. First, 
semistructured interviews were conducted to form the basis of the original item. Second, 
a confirmatory factor analysis was used to assess the reliability and validity of the 
inventory survey, which was followed by a correlation analysis. The results show that 
mothers of children with developmental disorders have high levels of positive and 
negative metacognitive beliefs about two factors: worry and rumination. In the future, I 
will conduct an investigation regarding the metacognitive beliefs about stress based on 
the concept that it can also influence depression. 

 
Key words: developmental disorders, mother, self-attention, metacognitive beliefs  
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